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タイ国鉱産資源局

夢イ国の地質調査所を紹介したのが本誌の80号で叉9

6五年のこと夏O年に近い歳月がすぎてバンつクの町も

変った.かっては町中を青くよどん花クロｰン(運河)

が縦横紀走り緑こいかげを落してウッソｰだる街路樹

か遣をおおいク負一ンの上穿)粗い水蓮の花海のわきを

植木鉢を窓かさ虹した様な笠をかぶったタイ人の女たち

カ婁すいすい水舟をこいでゆきそのわきの遣にはサムロ

ｰンをよばれる三輸車が音もなく走ってゆく｡しかる

に隻967年のバン独クはどうであろう｡遺&い名遣は

しらじら

ことごとくといってよい位白々しいコンクリｰトのだ

怒っ広い舗装路となり葵しい大き放木冷はおしげも祖

く切り倒されて道の表の反鋭する賢の光が目にいたい

バンコク

エカフェ事務局遺信②

○寅､自洲芙晶､､｡L

派国秀穂

ばかりである抽町中の道には自動車が一杯にあふれ交

通のマヒが方冷にみられる,工2年前には3階以上の建

物は数えるほどであったこの町も今では五⑪階位塞での

建物が各所に爾後のタケ買の如くたてられ純真なる旅

行者をして｢バンコクはすばらしい近代的都市だ｣と

感嘆させる,この町がそのように変ってしまったのに

そこに所在するタイ国の地質調査所が変らないというは

ずがない.事実かつては主席地質技師X氏がここの

大学卒業生はつらい地質調査をきらってちっとも地

質技師になろうとしないとなげいていたが現在鉱産資

源局(もとの鉱山局)に在籍する二級官以上の地質技師

だけでも1960牢の当地大学卒業暫王名王蜘年遂椀髄2

年?名1963隼S名五96逐年7名という盛況で金く喜

ばい叱い.う他はない.学生卒業生の国家的社会的

自覚のせいかこの国の近代化鉱業発展のだ凄ものか

あるいは他の原因によるものかは明らかでないがいずれ

にせよ結果的にはこの10年たらずの年月の問に大き匁

変化があっ花ことだげはまちがいない曲

タイ国鉱産資源局同支所位置図

バンコク市のタイ鉱産資源局位置図�



一29一

夢イ騒鉱麓驚

源燭綴織讃

この国の鉱産資源局は幸いなことに同局の英文の案内

書をここ数年続けてだして同局の機能組織成果

など外部の背にもよくわかるようにしてくれている,

1966年版はこれが鉱業案内簾簾3号となっておりこ

れと1965年版とを参考にして以下に同局の組織活動

などについて紹介串し.ヒげようと思う.

タイ鉱産資源局は醐3年夕月までは鉱山局とよばれ

日本の場合と大いに異なる点はその中にかなり大きな

組織として地質調査部門があり地質調査所としては独

立してい狂いことで塗る｡棲た現在のをころ局長

Vi担氏技術次長S棚鰍氏地質技師長α･mc脇

氏の幹部3人はいずれも地質技師である､煮は特記ぽ値す

る.ぢなみ紀この園では他人をよぶの紀個人の名で

よぶからV1担筑もS鋤狐民もChu鮒het氏も

太郎氏次郎氏三郎茂という様なもので姓で人をた

ずねてもわからない場合が多い.ζの鉱産資源局は組

織上国家開発省紀属しタイ国の鉱業冶金業の監

督促進発展紀責任を有し地質調査を行ない鉱物

資源を探査し地下水を調査開発する,また試掘1採

掘の許可鉱業法の実施採鉱1選鉱1猪金⑬研究1試

験鉱山所有者紀対する技術援助の供尊悠蕗愁る､

婁てそ⑳過去の魔吏を変篶の創派み惑と幾局は簸

初螂!年玉蜜鉱凹地質局の縞のも些紀畿登慈れ淀もので

あ鋤茎その名澄はいき翻藻溶りて慾⑳機能獄1鮎

ん厚す式て繭部の錫産地紀潟はる鉱区⑳諦珊縫開業る⑫

みで実質的随はなん島地質学的作業は狩抵われ曲939

年以葡には公表され花地質学的報告欝は慧わめ懇浄レ没

いう状態でありた由螂8第隠なり恋は岱めて数派⑳地

質技師潟よび採鉱技鰯がイ薬リ深琢メリ釣合鍛團⑳

'大学を卒薬しで当局悠つおめる褒う憾滋湾潅昔窓て班

規の地質学的作業績筒岱ての錯一段階は要貴⑳訓練終

ありというわけで王937年採鉱および鉱山地質の講義

がバン減クのチ猟ラルンヨルン大学の教育課程ぽ含蜜れ

るζ当紀なったとこるが残念ながら当時の政府は

地質調査の重要性の認識カ三十分でなかったため人員採

用ははかばかしくなく鈎山局はこれらの卒業生すべ

てをその勤務に吸収するようには拡大され恋かった｡

19遂2年1改って攻うやく地質調査課は部に拡大されたも

ののそれでもなお地質調査部の主要校作業はただ

有用鉱物鉱床の調査にと碁蜜っていた｡しかし扱がら

その後地質調査の重要性が次剃こ認識されてきてこと

は今次大戦後脳6年頃からはその活動秘密かんあ狂っ

て前記のとおり五960年から螂4年塞での5年間ぽタイ

国の大学を卒業して現在局に勤務する地質技師だけで

合計2狐にものぼる盛況をなり翌965年からは酉ドイツ

地質調査所の調査団がδ年間の予定で北部タイの地質図

幅調査作成に書て粘りこれはは鉱産費源局の地質技師

も活発に参加している｡

さて現在の当局の業務は次の3つに分かれている:

ユ)中央業務

婁)地労繁務

3)鉱巌欝源恕ン夢一

中央業務を担娑す幕もの繍凄次倣◎部門秘蕗りそ

の詳細は後述幸る､

秘欝蜜

緩溝瀦攻び檎報部

鉱慶部

鉱業技徽部

エ務部

冶金部

地質調養部

鉱床地質都

地察水郷

渕鐙部'�
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タイ鉱産資源周擾wj護畿搬脾雪夢イ鉱産費源薦技術次鐙

異s醐i繊遂泌鮒餓筑

このうち2の一部δの一部1および7からユOまで

淋資本の地質調査所の行なっている業務の多くに相当

する業務を担当している官地方業務を担当するものほ

鉱産欝源寮務所とぷばれる11の地方事務所で鉱業活動

窮

に最も便覧を与えられるように次の地方をえらんで勅か

れている血す彼わちphuket,Phan墨“駅珪丁荻以a･跳､

R&no刀墜五丁菱ang事Y狡至薮韮So泌gk紬a,N妓bQ孤S至Th蜘ユｰ

㎜欄㍍駄鮒砒伽玉垂α狐狐凶｡nおよびCh童鋤惑M鼠玉

である.各事務所は鉱業権の許可と法穣実施の任にあ

たる紀ついて鉱産資源局を代表する｡

鉱産資源竜ンタｰは日本の地質調査所の支所1出張所

にあたり現在のあごろ4か所にありてその所在地は

Ph篶ket,C虹iangMa量争Kho∬Kae蘂および腕鴫㎞1菰

の各地である､これらの竜ンタｰはいずれも鉱産擦源

局の支局にあ花りその所在地は各地方の鉱業活動に巌

も役だっことを考史てえらばれ花もので齢る｡各港ン

タｰ紀は本属の各技術部門からの有能な人材が配蟹慈れ

必要な器材をそ匁えている.採鉱甜工務1地質おぷび

冶金の技術的方繭に関するあらゆる爾を担碧し塞だぞ

地質技師長チ皿ソチ弐潔ト銭

夢イ鉱産鞍源局事務次幾タイ鉱産鐙源周総質調査部長

S敬呈童風K翻et兵

の地方の鉱山業着に対し教育や技術上の援助を与える任

務を有する古工965年度の局員は総計蜘名で次のよ

うに分類される｡

非技術者197人

地質技師δ2

技師(採鉱機械土木測量)搬

理学者(化学物襲)35

技術専門員142

許姐大

王966年版の案内書はは二級官以上の職員⑳表があり

学歴現在の地位うけだ特別の訓練専攻部門などを

169人について詳記しており同局構成員の実状をうか

がラのほ興味があるかζれについては後に記したい.

次紀先ぽちょりとふれた中央業務を担当するユ0部門に

ついてその構成1機成機能などをみてみよう.

秘欝窪

当室は通信1人寮1財務･会計1倉庫の6課に分かれ

当局の一船管理業務を扱い通信財務会計法務

人察記録用度合庫などの業務が所管である｡

地質調養部他学分析課の左はい螺畏A皿脇星1衆人�
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経済および構報翻

経済分析･統計･広報1訓練･図書の5課からなり

世界の鉱物経済情勢を研究し鉱業を監督1助長する目

的で国内の鉱産資源の販売につき調査を行ない鉱物経

済関係の業務を担当する.国際錫評議会htemationa1

TinCouncilに協力を与えAssociationofSo就h鍋st

A婁油など国際経済関係業務はあだリタイ国の鉱物生

産あ輸出との統計をっかさどリ当局の業務･計画の成

果をしめくくり賄por室｡董夏鮒est19ati㎝sやTechn1ca工

P洲豆｡atio鵬を出版し講義実演説明技術的出版物

の頒布などぽより教育諸機関ぽ対し種冷の援助を与え

鉱業振興のための教育訓練展示を行なう､本部は

また当局の図書館を管理しこれを公開しまた国内外

の諸機関と技術雑誌の交換を行ない広報活動はたずさ

わる,

鉱区部

本部は鉱区･採石区および特別鉱区1生産販売管理･

調査1中央鉱産資源事務所の4課五所からなる｡試掘

採掘採石および特別鉱区の許可を登録とに関するすべ

ての業務をつかさどる,また本部は採鉱作業を検査し

法律にかなっているかどうかを監督する由蜜たInter･

蜘ionalThA暴搬鵬航に従って錫の生産と販売とを

監督･親制し;国内における鉱物の買入れ1運搬1販売

を監督し1鉱業料鉱区税および罰金を徴収する.

鉱業技術部

本部は

(1)鉱業の技術面一だとえば鉱床評棚一および鉱山経

営について監督1検査1勧告を行枚う｡後者の

場合鉱業法規個人の安全公害防止作業能率

縫十分誇慮を払夢自護稔調養編集を鉱薬繍諦

��

��

麟戸

筆者のスケッチ

および技術的資料について行なりて採鉱作業の

現在為よび将来の実施ぽあたって改良をもたらそ

うとする｡

採鉱技術につき理論上ならびに実際上研究調査を

行匁い作業能率の向上採鉱作業の機械化およ

び近代化をすすめ鉱山業者に対し銀鉱繭での援

助を与える.また採鉱機器の設計1製作1改良

に重､寂を抽き終局的には輸入屍と同様の品質1

価格の機器の国内における組立てあるいは生産を

はたそうというわけである.

国内鉱業に対し選鉱面においてサｰビスを与え

凄たこの方面の調査研究を行なうこと紀よって

精鉱あるいは製品の程度を高能率に経済的に肉上

総欝し鉱物の利用をすすめることをは施すのが属

灘蜜館新刊欝簿⑳ヂｰブル入物ま館員

賢漆紬ら送られてき匁熾;鰻葛嚢1賛;泰;の趨…質調三密漸=θ)出庖葦物もある�



口32一

的である.鉱物選鉱問題の各種物理的･化学的

諸点を調査研究するζ幻は算現在の方法を改

善して最も満足すべき結果をうることをめざし

また器具装置の考案改良もおも在任務であり国

内産鉱物岩石の正業における利用を研究･促進す

ることも本部の業務であ葛再

(4)応急看護および救護作業の訓練を組織1実施する.

単独にあるいは他の政府諸機関と協同して鉱業従

業員の安全福松状態作業の安全を監督1調査し

一般の福秘水準を向上せしめる.

(5)廃鉱地区の改修を農業その他に利用のため行な

うこあ祀っ巷研錦1案験を行たう.かかる地

区の保存熔関係踏る偶火蔭るいは他の国家諸機関

と共同研究を行なう苗

工務部

本部は当局の工務関係全般にわたり責任カミあり次の

よう祖業務を行なう

(五ジ鉱物工業M血糊H鎚耐岬に糊ナる諸作熱こ関

する機械設備機器電気設備鉱山機械その他

すべての装置機械の健用を検査および促進するこ

と韓

(2)当局ぽ属する車輪機械器具電気設備掘さ

く設備および鉱山機械の修理緯撤

(3)蟄居の土木関係の仕事の担当.嬢物その他の構

造物の設計1計算,構造物の強度試験経費評

楓土木工事の設計おぷび尾鉱貯蔵ダふ潟よびゲ

ｰトの設計.

(盗)探査試錐を行ない鉱床の特性1大き･鉱鐙を把

緩して蜜局の将来の計圃の必要に応ずる｡ま

た当局からの援助を求める私傘業の要求により探

査試錐を行なうこともある芭

(δ)鉱山業務一般に刺するように使われる大きな機械

類を装備すること.

冶壷部

本部は冶金技術に関する業務を担当し冶金学的実験

を行溶い国内の現存金属工業を監督1促進し鉄鋼工

業のよう狂新しい冶金事業の発展の計爾をする.

本部は各種金属の国内需要1生産1輸出および金属加

ユエ業荏とに関する統計を取り扱う､実験成果および

技術的情報は公開される.本部において現在(エ96弾)

実施卵の作業には次のよう溶ものカ油る

(1)鋳鉄作業陪関しとく絡採鉱機械器具の部品製造

に関連して実験を行なう.熔銑炉およびその付

属品を本部の技師によって設計した.

(2)国内の電気メッキ工場の亜鉛屑から金属亜鉛を回

収する試験を行なう岳

(3)本部の冶金技師の設計した反射炉ぽよる錫の試験

精錬に関する実験を行なう串生産し花金属錫は

政府諸機関おぷび私企業に供給される｡

(述)金属組織学的技術熔よる金属および合金の試験｡

実験および実演によりタイの金属工業慎適当な熱

処理法を紹介する年

(5)マンガン鎌重看および灰重石から柳03を描出し

また定着現像廃液から金属銀を摘出することに関

し液体冶金学的実験を行なう､

(6)酉ドイツの技術援助計副はり芦イツのコンサ

ルタント会社&協同でタイに鉄鋼業を設立する

ことにつ蓄技術的匁らびに経済的実行可能性の研

新着雑議の繁…カ紅大理眉の象の頭のブ拶夢滋ン

声が縫われている

鉱泌燭翻譲讃圏釜夢坪五微⑳写真

禺至の鉱物資源鰯発奨戯⑳藪簸終っいての親

警王のサインエ88蹄藪月20目�
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突を行肢う.

(7〕｢金属および合金の微細構造｣および｢熱処理の

原理｣紀つきタイ語で技術的教本を用意する.

地質調嚢部

本部の業務は次のとおりである

(1)組織的地質調査を実施し種々の縮尺の地質図を

製作して鉱産資源開発1建設1水利靱農業1軍

事など1&資し航空写真解析により地質図を編集

して精査の事び善とする.

(2)水面下の地質資料を調査･研究し国家海洋科学

委員会と鴇同して海面下鉱床の可能性および海

洋学に関するその他の問題に対し資料を検討する,

(3)岩層中の動植物化石を研究調査して岩石の時代

ならび紀鉱床の可能性などの指標とする｡

(4)鉱物岩石鉱物燃料動植物化石を処理して

博物館に展示し蜜た知識を学生その他の人々に

分かつ｡

(5)鉱石および岩看の化学嘆たは物理的分板彰行なう.

これらのほか外国の各省局部と技術上の協力を行な

って国際的地質学の相互発展樽資する出現在北タイの

地質図幅調査に従事中の酉ドイツ地質調査所沢遺の調

査団と協同して作業をしている.匁湯本部の部長は

Kaset氏で氏自身大型有孔虫の研究を行匁っていて後

記の地質調査所紀要第隻号にフズリナ悠っいてのせてい

る｡筆者との直接の接触の多いのもこの人で本稿の

作成忙ついてもなにかを氏をわずらわせた.

鉱床地鴛都

当部の担当するのはおもに鉱床地質学の分野での調査

であって金属･非金属鉱物燃料鉱物など各種の鉱床

の精査を行恋いまたこのような鉱床を評価して国の

鉱業発展紘対する健全放基礎を増進するのカミ目的である.

王螂年現在室でにタイ国内で発見し花有用鉱物はは次

のよう匁もの淋ある岳

アンチ繁篇一石綿重晶石緑柱石粘土着炭灘

ルムビウムｰタンタル鋼ク日一ム鉄鉱珪藻上長

着錯石宝石類金石墨石膏および硬石膏鉄

船璽炭(褐炭)石灰岩泥深岩マンガン大理石

繋リブデンそナス看油母頁岩パゴダ看(看鹸石)

石油自金稀土鉱物岩塩錫チ夢黒ウム表ング

ステンウ賞蔦夢ム重鉛ジル資ン

当部は濠た国際遠含専門家おぷび技術者&協力して国

際連合メコン河下流地域調査計醐ζおいて調査を実施

し1塞たイキ沙ス地化学1地球物理探査障&協力して調

査を行匁い1蜜た酉ドイツ技術協力の下1ぴイツ専門家

と鶴カして鉄鉱調査に従事した(1965年現在)｡

地下氷部

当部は地下水を簑るため作井し井戸を維持し地下

水ぽ関する技術面はついて調査研究を行なうが次のよ

う溶業務を担幾する

(五)地質学的および水理学的調査を含む計画を立案1

実施して地下水費源を調査1評価｡開発し都

市農業工業および公共目的の用に供する､

(婁)科学的方法および設備によりて地下水の地域区分

帯水帯地下水の鐘1質を決定する｡

(3)地下水の可能性海関する地質学的ならび紅水理学

的鞍料の収集ぽ対し等順をととのえ報街欝を作

成する骨

(4)井戸の作井開発維持と斌シブの開発保持に

ついて他の政府諸機関および個人に勧告し嚢た助

成する.

図書館員の部麗

燃茎簑鮒鱗紹貫総aeエとカ州ド艶貫分梯至枚の漁…芦縫のる�
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側鐙部

当部は鉱山の詳細図の作成試掘鉱区1採掘鉱区1ず

りすて場の境界の測定1決定を行匁いこれらはいずれ

も既設測点およびまたは緯度経度原,熱お結びつける.

また他部の要衆により測量を行在い地図設計図書

類在との複製をする.

以上がタイ国鉱産資源局の組織と機能のあら漢しであ

る秘前にのべたようはその職員の経歴在とについて若

干興味のある資料があるのでこれ紀ついてすこしのべ

たい.1966年版の同局案内書はは二級官以上の職員の

表があってその過去現在の経歴地位専門溶どがしる

されていることはさきにのべ花曲卒業年次修業学校

などについて若干不明の例もあるが一般の情況を知る

紀はさしつかえないと思われる.記載された職責の数

は169人にのぼりい婁これを表にしてみるといろいる

興味ある事実に気かつく.この職員録に続く付表によ

ると各専門別の職員の数は右表のとおりである.

この表か籔もわかるように女性職員は総計醐人の

うち鰯人と全体の17%にあたり技術部門にあっては室

内作業に従うものカミ大部分でことに分析業務では総員

19人中五7人漢でが女性である｡事務的部門でほδ人の

女性がおりうち1人は代理部長(探鉱採鉱公社のこ

の公社の長ほ鉱産資源局長がかねる)ほかの送人は課

長といずれも管理職である刮このうち3人は本来撃務

職員であるが経済及び1青報部の訓練課長の任熔ある女

性は1962年はタイの大学をで花地質技師であり地下水

部の水分析課長はフィリぽンぽ留学したことのある水の

化学分析の専門家である.タイ国ではあらゆる社会部

門での女性の活動が著しいが当局もま花その例外では

ない山い漢これらの人序⑳経歴によって専門別にわけ

てみると右表下段のようになる.

各部門別職責数一らん

11)採鉱

1)採鉱技術

2)露天掘

3)坑道掘

4)採炭

5)鰻破

6)試錐

7)鉱山測量

男女

29人

�

�

㌀

�

�

�

(2)選鉱および利用

1)選鉱および8

利用

2)物理的0

3)化学的O

③燐機鐘衡至

(遂)石油技術王

(5)冶金4

(6)地質

1)鵠嚢園徹1･

㈩

㌩

�

�

�

鉱床地質調

査

地球化学

地球物理

鉱物学

写真地質

�

�

�

ユ

�

0人

　

　

　

　

　

　

物理潟漢ぴ地球物理技師

地質および古生物技師

化学および地球化学技節

測鑑技師

技師(採鉱冶金土木)

管理職員

男女

7)水理地質3人

8)地下水地質2

9)海津地質1

10)層序学王

11)古生物学2

(7)分析

工)鍍石潜石化1

学分析

2)鐵肩岩石物⑪･

理分析

3)水分析1

(8)地下水

1)振作1開発達

2)処理

(9)窯業

Φφ土木

鯛水鰹学

鰯建築

蝸測鐙

ω経済

蝸鉱物経済

銅鉱物統計

㈹法律

鵬会計

鋼管灘

愛人

�

㈵

�

遂9

㌷

合計169大

うち女性愛人

�

㈰

　

　

㌀

29人

1人

　

　

　

�

�

㌀

�

次に職員の大学教育のうけ方をみるとタイ国の大学

で学±課程を修めたものは次の表に示したように工雛人

いる｡

工麓部蜜動箪纏理工鋸

灘鉱嚢織蜜

選鉱実験蜜�
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タイの大学で学士をえ色もの

物理学

生物学

地質学

化学

鉱山その他の工学

浅経高文

(軍測量部

7人

�

㌲

2遂

岨7

�

㈩

合計脳人

そしてその後さらば外国で学士課程を修めたものほ5

人おりそのうち地質学専攻ではオｰストラリア王人

ニュｰジｰランド1人鉱山その他の工業専攻者でオｰ

ストラリア2人アメリカ合衆国エ人とな搬ている.

このほかに外国での学士だげをえた者が6人いてう

ち4人1まユユｰジｰランドで鉱物工学をおさめアメリ

カ合衆国で地質学および鉱山学をフィリピンで化学を

各王人がおさめている｡タイの大学で修士課程をおさ

めたものはいないがバン買クにあるS蔦ATOGra由一

搬C⑪工亘e艀でM｡跡墨を免だものが1人ある｡タ

イの大学で学士課程をおえた上で外国の修士課程をお

さめたものは下表に示したとおりで総計21人ありそ

のうちイギリス?人アメリカ合衆国6人オｰスト

ラリア5人黒エｰジｰランド2人フランスエ人と狂

っている.タイの大学で博士号をえたものはなくタ

イの大学をお免た後外国で博士号をえたものは遮人

ありそのうち3人はいずれもイギリスで博士課程をお

え地質鉱山化学名1人である.他の!人は女性

浅掘算用掘奏く輩

今丁手ト･1二羊1

でスウ黒一デンで水理地質学を専攻している｡いずれ

の揚禽も資本の地質調査所の場合に比べれば外国で大

学教育をうけたものは絶対数でも職員全体に刻する割

合からいってもはるかに多い.うけいれ国でみれば

イギリスオｰスリラリアニュｰジｰランドの英連邦

諸国とアメリカ含毅国カミ圧倒的でそのほかではフラン

スフィリピンスウェｰデンが各1人を入れただけで

ある､職員に対する特別訓練(研修)についてみると

タイ国内で訓練をうげたものは下表終みるとおりで14

件ありこのうも!搬年タイの大学を卒業したものが工年

間頂イツ地質調養所派遣の地質図幅作成団に加わりま

た2ヵ月聞写真地質の訓練をうけているのが注冒される,

�

鉱山その他の工学

地質学

化学

合計

イギリス

�

アメリ菊

合衆團

一

･1隻

フランス計

�

δ

蔓

･い1

タイ国内で訓練をうげたもの

2)王)と同一の4人で期間2ヵ月間1964年タイの

水分撚灘疑蕊竈餓狐爽人を女権灘蟻�
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外国で訓練をうけ花もの

�繰目����地質学および古生物学���化学��統計�

�属蛾�ア合一メ衆泓受リ国1ンカジド^��イギリス�筒本�～フンス�索労ソダ�諦��ダ合メ衆茅園勿�鮒

翻閥�簸�i�一�轡�0�○至�警�ア合けメ衆繋リ鰻ン動ス小;{凹…§至血�芦菩諦⊥i⊥エエ1軸…芝1婁��

�至年以上蟻)�琶�竈簿｢丁��������

����lH�1�12)6�星エ����

�餅�7���1�い1�14�ユ⑰工��王�エ

������工)警隼閥研究潟よび劃麟2)隻隼閲�����

工)警隼閥研究潟よび劃麟2)隻隼閲

δ)特に範㍍だもののほかはずべて五年間

この表をみればわかるように受入れ国のうちでアメ

リカ合衆国は件数からい免ば全体の70%にのぽ資これ

に勅して共産圏の国は絶無でこの国の甥在の禺際攻治

的並置を象徴するもののようである.襲花専攻課昌別

にみれば鉱山その他の工学か30件で最も多く次が地

質学1古生物学のエ遠件続いて化学の工2件統計の亙件

となる.日本での研究者申の工人は螂7牢タイの大学

で生物学をおさめた女性で日本の九州大学で五年聞古

生物の研究を行ない現在地質調査部にあって吉生物学

を専攻としている.他の2人のうち1人は1961年タイ

の大学で鉱山学をおさめ日本で8か月間鋳造の訓練を

うけ現在冶金部にありもう1人は1964年同じくタイの

大学で鉱山学を専攻し日本で8か月間採鉱の研修をう

け現在探鉱採鉱公社の採鉱作業課長の地位にある｡

訓練期間は五年未満が工7件五年以上が違O件と衣るカミ

ュ年以上の場合は3年間2年間のものが1件づつある

ほかはすべて更年間である.

これらの訓練1研修1研究も周本の地質調査所の場合

(海於留学1研修は38年3名39隼6名40年

3名41年ナシ)と比べれば外国でのそれの件数は絶

対的にも全体の職員数ぽ対する比率からもはるがに高い.

このよ資に大学教育も専門分野の訓練1研修も外国

てうける場合が多い赫技術者で大学率業後外園で学

業を篤きめたり笥1麟1研修をうけ花りすることの恋か

った智の数をしらべると下表のよう虹扱る.

壕イ⑳大学蜜鷲て鉢團で撃繋奮鉛慈ぬ稔閥臓華酬蜜畿引ナ

恕蟻す篭濃&⑳なか等恕殻術欝(花潜し卒繋年次梯不瞬なもの

着予名がありしたがって下表はだい危いの傾陶を示すものと

考克られる)

大学卒繋寧次�第挫�女性�許�在局全寮�雛留学著数

�人�人�人�業生人�全率業生数形

王鰯年�8�o�魯�8�工00

�������〰

王962�10�7�至?�17�100

ユ9飢�遂�2�蔓�12�50

��������

ユ950欄エ959�工�3�4�27�工5

ユ940榊王9基9�o�0�0�ユ6�0

��含許孤蝸嬉?粥���

合計

酉独竿質調査所派簸乾部タイ園幡作成国蚤｡篶臨灘匡を臨織蔑

鉱隊飽麓部地隷化学凝究蜜鐙

獲鮒鯛蟹素人

国巽は浅術次長の夫人でもある

鋤質調査部化学分析繰笈笛晩鮎豆藩士

英国に留学�
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神､一一応･い㌃一三舳一

鉱巌滋源罵入㌶

鍋擦翻爽似鋤二

黛える

繁村舳滋勧夢)

賑蒲も術匁ラ

坤鳩融

機勃鰭の内部

博物館の内部蟹の響鼠は鏑二幻録鰯溌鑑

博物館の内鶏

蜜宥の麗添下の大慧く爽か酬批渓イ原石

鰯積の標津�



一38土

これでみるあ蝿如集代の大学卒業生はすべて外国に

狩りて為り鰯⑭集代卒繋鋤鵡脇五960年4遂%蝸工

締弩⑫路を溶り脇星年以降峨遂隼卒業生凄では｡%とな

をすなわち局貴の簑級官以史の技術者はタイの大

学をでて数年間するとだい減畔分以上の人が外国で学

藩ζを紅なり黒本の地質調盤所&比べると事情が大分

勃§うことかわかる.この義勇は夢イの鉱産資源局の

技術陸湯塙度の教育1訓練を外鰯でうけることの多いの

は資本の場合紀比べるとい慈養榔奇異に感じられるけ

れ壕も現在のアジア紀ありては強しる員本の場合の方

淡例外的なの湾滋烈で象イ圏の災夢な捺合の方が多く

⑳閲冷でみ塗れる壮巧て患炎いか塗恩われる｡

労イ鉱産欝源局からはいくっ秘⑳報告書地図が出版

き虹花れでもをこれ求めるこ&淋できかつ英文でか

かれているのでタイ語を解さない外国人も利用するこ

とがで替る由以下1院れら⑳出版物を列詞篶ぷ雪白

象イ鉱麓欝源篇繊糠物議

ω鰯欝研雛毅驚

鶴王号至鱗§単利

互)跳餐鵬猟雛篤ぷぴ跳泌鮒紀棚本義ダイ噌彩災芦

の発蒐

2)枕凍夢イの被淫繭下地下水

婁)潔イの錫辞潔シダ猟矛ン鉱山産放射能鉱物

凄)滅雛鮎砥の三鐙紀層

篤婁脅夏9鰯年利

王)灯塵搬蜘曲狐その狛似賄哺乳類

婁)滅鯛滅砥比肩の産状

3)遣鋤跳双騨鰍鉱床麓鉛一難鳶鉱の選鉱

篤3号搬6c寧湖

工)パイ鴻災樽汐ソト紀よ蕃鰯⑳製錬

2)樹酸燃瀞詮す葛反射炉1は墨鉛製錬技術海関す蕎繁

駿概錦

s)双蟹肩か蔭鰯腐毅分離する澄めの商張苅漆

錦遂母工96王年利

工)夢イH星aδSOmPan錫肩鉱床

第5号未申版

1)タイPhuket島の地質芝鉱産欝源

第6号196埠刷

1)北東餅イの串鎧代顯繋一ト麗欝の鰯蹄

第?湯王鍋遂寧刹

工)就部夢イの錦蔓総議鏡地鯵潟鯵る腐減瀬母頁岩およ

び石炭一一蹴雛海蔵些愚妻)批義腐漉⑳鯉源に関する

一一仮説

鶏婁努工鑓5単列

五)北滋銭イの登鋤滅鰯加雌その飽の畷×然災鉱簾

鏑;§努印刷串

至)串典夢イ恥五鮎色石膏鉱床

第工｡母エ蔓鑓準糊

王)夢イの鐙肩鉱床

像)繊γ旅綴奮

鶏五景獺搬緯刑売切抗

王)滋繋一ト高瞭地劾慧潟は蕃地下氷狗調春闘籍

鶏婁努王鮒6第捌

��

(遠)

��

��

㈱

ユ)北東タイの地下水資源開発

アメリカ合衆園地質調査所水資源報告1429号

1959年刊(タイアメリカ合衆圏両政府の協同成果)

1)タイ鴛ラｰト高原の地質と地下水予報

沙努ム團鉱業藻例螂脈獅蟹)舘総攻斌仏魔鱗ア毛(濯蜘)

擦鉱繋駿籔築鋤薬課

地質調奮蕨紀嚢欝墾簿鯛髄緯剃

我箏賄亡腕淡孫灰幾徽潔災ジ淡類(叡)研究は九棚大学

鍵学部総翼⑧繁獅藩王努登篶懇愁公刊)

鉱鋤燭繁胸狛6婁鎌糠

鐵麓銭漁濁繋陶蝸蹄版

岡迎脇瞭版(鐵業察肉繁鶴3号)

衰イの鉱薬独66寧刊(嗣薮鶏至努)

総

王)

纂)

㌩

鰯類

銭労矛察地質園鑓肪鈴⑳王薮亀糊

遂馳㎜災郷c搬爽王枝

煮イ鉱物分蹄園滋0万分め至夢亀繍

遂§鰍鴻o鰍災ヱ救

璃部潔イ恥泌磁島地質鉱床鰯

§源分の夏勢亀醐搬節刈ヱ晦滋災嚢救

以炎の蝪版物辮隠は泰誌⑳読煮1蛇顯ても興瞭の蕩る

愁の愁夢いか&恩杓勅遊い夢葛縫何肋顯形で紹介串

篶滋ば稔営泌誇免る瑞

以笠熔幾イ園⑱鉱麓欝源局紀咳いて着形紹介蹄む企げ

施赫葱蔓絶少しく秘箆壷述漠害せ榊沈溝くぶ読者

秘ず鷲絶豊存釦のと潟り資雄鉦同糠か幻芯近代衝歓講

園⑱糠篤地濠な吻施慧沸峨くじ花秘繊で籍至次大戦

漢懇射ギリ渓フラン第オ濠淡劣な凄の櫨驚地であ

獺花荻ジァの園冷のよ夢にばそ舵ぢの煩祭主国⑳遺産

懇踏澄地質調養機関登もりてい抵がゆた身イ国淋彩の

災蚤滋遺麓縫把褒るζ&なく禽勿鷲こζ塞でζのよう

抵地醸液機関を溝懇滋ばてき花慧些隠対杉ぞの衝紀あ

稔棚懇慧怒火冷⑳籍釣&タイ園火⑳能カとは十分に認

められるべきで澄ろう.

この国第一の外貨獲得源であった錫鉱業との関違から

スタｰトし徐冷に地質調査事業の本来あるべき姿紀遊

づけっいぽ数年前からは一つの国の最も基本的滋地質

調査事業である地質関幅調査を開姶したむ&はア該ア

の国却の申にはいたずらに簿先の必要ぽのみ冒をうばお

れて鉱床発見ぽのみ猛奔しすべての近代的人聞滑動⑳

基礎と橡蕃爽き地質團幅調養を誇淀災簑些篶瀞体宋転

倒の状況績蕗るも⑱も抄溶く概'のをみ篇騎慧⑳園⑳

当局煮ぷタイ園罵&⑳聡朗養あ梯野の広慈疑期的洞察

苅鯵勘鳶こおを希す一簿⑳証崖あい免よ多.漢花同時

鰯効掴が短期閥⑳公秘得種⑳陰鉱物欝源調査臥を微

堺蕎地に何度も送り出すのも窓る蓬と溶淡らこ鰯よ夢

滋擾期的溶整礎的地質調奮縫紺･て最も適娑な園剣迂対

篶協殉⑳箏塾窒篶⑬戎る蒔淋すで紀慧で曽鴻も⑬坐思お

れ叡(鍛翻城蕨黛覇紐汐功繋務篤慧)�


